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幼児期の 社会性の発達 と保育 （そ の 2 ）

一 幼 児 顛 ゐ倆 蘭 関 係 と 養 育 方 針 の 関 連
一

　 川瀬艮美　　 長谷川和世　五嶋香織　鈴木美紀 　　金子 　保

（日本女子大学）　　　　 （大巌寺幼稚園）　　　　　 （淑徳大 学）

《目　 的》

　本報告 は，幼児期の社会性の 発達を伸間関係 と保育

の 関連 か ら検討する こ とを目的と した
一

連 の 研究 の 第

2 報であ る．第48四大会で は第 1報と して ，幼児自身

の 自己認知か ら仲間関係 の ソ シ オメ トリ
ー

を作成 し，

結果 につ い て被選択数か ら検討した．そ の 結果 ， 園の

保育方針で ある友達の 良い 而を認め合 うクラ ス づ くり

が生か され， 3 人
〜4 入の 小 グル ープが柚互に関連を

もちなが ら ク ラ ス 全体の ま とま り構成 して い る とい う

幼児期 の 仲間関係 として 成熟 した 関係が成立して い る

こ とが認め られ た ．また 関連変数 と して コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 能力 と して の 関係理解力が仲間関係 の発達に関

連する こ とを明らか に した，更 に，担任教諭に よる被

選択数の 多い 子 ど もの 特性 の 評価 で は，生活習慣が 自

立 して い る こ とが共通点として指摘された．基本的な

生活習慣が 自立 して い る こ と に よ り，園生 活 に お い て

余裕が 生 まれ他児 へ の援助や配慮が多 くなり，他児か

ら仲閊 として 認知 される結果を もた らして い ると考え

る こ とが で きる．そ こ で 本研究で は，仲間関係の 発達

と生活習慣 の 自立及び幼児期 の 行動特性 の 関連 に つ い

て，親の 養育方針か ら検討する．

（方　法》

1 ．対　象 ： 幼稚園年長児 1 クラ ス 28名 （男児15名，

　 女児 13名，平均年齢 5歳 8 ケ 月 （標準偏差 3．　77）．

2 ．仲闘関係調査

　 個別面接法 に よ り，一一緒に 遊ぶ 友達 に つ い て 5 名ま

　 で「〔11答を求め た．

3 ．養育方針調 査 ：対象児 の 保護者 に，生活習慣 の 自

　 立及 び行動特性に つ い て ，養育方針 として どの 程度

　 重要視 して い る か 5 段階 に よ る評価を求め、また何

　 歳 くらい まで に達成 さ せ た い か につ い て 目標とする

　 年齢を そ れ ぞ れ の項目に つ い て 記入 して もら っ た ．

．《結果と考察》

　（1）
「
仲間関係調査 ：被選択数

　 仲間関係 の 指標 として の 被選択数を表 1 に 示す、

　 表 1 よ り，被選択数は 0人か ら7人 まで 分布 して い

るが，最も顕度 が 高か っ た の は 4 人 （28．　6％）で ，最 も

頻度 が低か っ た の は 7 人
’
（3．6％）であ っ た ．・

　 性別 に みると，被選択数 7 人は男児の み 1 名で あ っ

・
たが，そ の 他性別による顕著な傾向は読み とれな い．

表 1　 被選択数の 分布 （単位 ：人）　 （％）

被択数 全 体 男 児 女 児

012345672 （7．1）

3 （10。7）

5（17．9）

3 （10．7）

8（28．6）

3 （10．9）

3（10．9）

1（3．6）

1 （6．7）
2（13，3）

3 （20．3）

1 （6．7）

3 （20．　O）

2 （13．3）

2 （13．3）

1（6，7）

1（7，7）

1（7，了）
’

2 （15，4）

2 （15．4）

5 （38．5）

1 （7，了）

1 （7，7）

0（7．7）
譽A 28 （100）　15 （100）　 13 （ 100）

（2）被選択数 の 高低群別の 選別

　被選択数の 上位25％ を高群，下位 25％ を下位群 と し

高低群を選定 し群別 に平均値を算出 した ．結果を表 2

に示す．また 生活年齢に差が あるか検討 するため 高低

群別に平均値を算出し表 2の 右欄 に併せて示す，

　表 2 よ り， 高群に 選定された者は 7 名 で ，低群 に 選

定された者は 10名で あ っ た．t検定 に よ り，高低群別 に

よ る被選択数 の平均値の 有意 差が確認 され た ，ま た 生

活年齢は，標準偏差 に 相違がみ られ るが平均値に 有意

差は示 されず．第 1報で生活年齢は仲間関係発達 の 規

定要因とは な らな い と した結果を支持 し て い る．

表 2　 高低群別 の 平均値 （　）内標準偏差

被選 択 数 生活年齢

高群 （7 名）　 5．了1人 （．76）

低群 （10名）　 1，30人（。82）

69・3ケ 月（3．35＞

69．4ケ 月（2．12）

t検定結果　　 t・11，24df・15　　 t・．09　df・15

有意水準　　　 p〈、eOl P（．1

（3 ）養育方針調査

　養育方針の 項目の 選定 に あ た っ て は，幼児期の 生活

習慣の 自立 と行動特性に つ い て ，先行研究に より妥当

であると思われる 生活習慣 の 自立 に っ い て の 6項 目と

行動特性に つ い て の 7 項 目を筆者 らが選定 し た （項 目

内容は表 3参照）．重要度並び に達成 目標年齢の そ れ
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そ れに つ い て 全体及び高低群別の平均値を表 3に示す．

1 ．養育方針の重要度の 認知　 …

　表 3 よ り，生 活習慣の 自立 並 び に 行動特性の 中 で，

「食欲 の あ る子」がやや低 い 平均値 で あるがその 他 は

概 ね 4 点以上 で ，こ れ らの 事項を養育方針 として 重要

視 して い る こ とが示 されそいる．中で も， 「自分 の こ

と は 臼分 で で き る子」 と い う自立 の 項 目と 「健康な 子 」

とい う生活 の 基本項目が最 も高い平均値を示して い る．

　高低群別に 重要度をみ ると，高群の 平均値は全 て の

項 日に つ い て 低群よ り高 く，その 中で も 7項目は有意

差が示 され，高群の親は 養育方針として 生活習慣の 自

立 と幼 児期の 行動特性に つ い て低群の 親よ り重要 で あ

る と認知 して い ると言え る．中 で も， 「寝 る時間 ・起

きる時間が きちん として い る子」 「物事の 準備がきち

ん とで き る子」 「先生 へ わたす提出物な ど忘れな い 子」

とい う社会生活 と して の 幼稚園生活 で の 適応 に関連 し

た項目に有意差が示 され て い る．また高群の親は，

「行動的な子」　「外で元気に遊ぷ子」 「明朗活発な子」

とい う行動特性 に つ い て も低群の親よ り重要と考え て

い る こ とが示 されて い る．

2，達成 目標年齢

　達成 目標年齢 は，全体で は 「健康な子」が最も低 く

（M・ 3，04） ， 「整 理 整頓が で き る 子 」 が最も高 く （M＝

5，57） 目標 とする年齢に 2歳以上 の 開きが見 られるが，

いずれの 項目に つ い て も 6歳以前 の 幼児期 に達成され

るこ とが 目標とされ て い る。

　高低群別で は ，項目に よ っ て 目標とされ る年齢に 相

違があ る が，生活習慣 の 自立 に 関連 した項 目は高群 が

低 い 年齢 で の 達成が 目標 とされ，行動特性 に つ い て は

低群が低 い 年齢 で の 達成が 目標 とされて い る こ とが読

みとれるが有意差は示されなか っ た．

《結　語》

　幼児期の仲間関係の発達に 生活習慣の 自立が関連 し

て い る か に つ い て ，親が 認知する養育方針か ら検討 し

たとこ ろ，多くの 子 どもか ら
一緒に遊ぶ 仲間と認知 さ

れ て い た子 どもの 親は，基本 的生活習慣の 自立を重要

視 し，しか も早 い 時期に達成する こ とを口標 として い

た．親 の こ の よ うな認知が子 どもの達成を促進する こ

とを示唆する結果で ある．また生活習慣が 自立 して い

るこ とは園生活での 余裕を もた ら し他児へ の援助や配

慮が 多 くな り，他児か ら仲間として 認知された の で あ

ろうとする指摘へ の肯定的結梨とい え る，こ の結果か

ら生活習慣 の 自立は，日常生活を円滑 にすす め る 上 で

重要 で あるの みな らず，幼児 の社会性の 発達に も効果

的に機能する こ とが示唆され る．生活習慣の 自立が仲

間関係の 発展 に寄与し た とす る 本研究 の 結果は，親 の

養育方針として の 重要度 の 認知 に よ る効呆 と，幼稚 園
．
の 保育 目標 と して の お 互 い の 良い と こ ろ を認 め合 う指

導により培われた園児相互 の信頼関係を基礎 と して 示

された結果とみ る こ とが で きよう．

表 3　養育方針の重要度と達成 目標年齢の，全体並 びに 高低群別 の平均値 （　）内標準偏差

　　　　重要度 （5段階評定）　　　　　　　 達成 目標 年齢（侍！由記述 ：歳）

全体（N・ 28）　高群（N・7）　 低群（N・10）　　全体（N・ 28）　高群（N・7）　低群（N・10）

歯み が きをきちん とする 子 　 4，25（1．　38） 4．71（．49） ＞ 3．60（2、Ol）　 3，96（L84 ）

寝 る時 問 ．起 きる 時閻 が きちん と してい る子 　4．14（L38）　4．86（．38）＞ 3．30（L83 ）
辱

　 4．11（1．95）

物 事の 準 備 が き ちん とで きる子　 3．96（1，40）　4．　86（．38） ＞ 3．10（L66 ）
t ＊ 5．　36（2．09）

自分 の こ とは 自分 で で きる子 　4．　43（1，37） 5．
』
OG（．00）＞ 3．90（2．08）　 5．00（2．62）

整理整 頓が で きる子　　　　 4．04（1，40） 4．43（．79） ＞ 3，30（L95 ）　 5．57（2，83）

先生 へ わ たすre出物な ど 忘れな い 子　　 4．18（1．47）　5，00（．00） ＞ 3，30（1．83）’

　4，86（2，30）

3．57（1．81）　く　4．2〔1（2．39）

3．86（2．12）　〈　4．00（2，40）

4，86（1．35）　〈　5．10（3，11）

4，57（2．44）　（　4．60（3．84）

5，14（2，54）　＜　5．30（4，19）

4，86（1．35）　＞　4．30（3．37）

食欲が ある子

偏食 の ない 子

行動的な子

外 で 元気 に遊ぶ 子

友達 が 多 い 子

健康な
Lr・

明朗活発な子

3．75（1．38）

3，93（1．36）

4，G4（1，35）

4．29（1．33）

4．07（1，39）

4．43（1，3了）

4．18（1．36）

4，71（　．49）　＞　2，80（1．69）
寧 串

　3，86（2，68）

4、29（1．11）　＞　3．30（1．83）　　4，29（2，42）

4，71（　．49）　＞　3，20（1．81）
寧

　4．61（2．28）

4，86（　．38）　＞　3，30（1，83）
串
　3．79（1．81）

4．71（　．49）　＞　3，40（2，01）　　4．69（2．07）

5，00（　．00）　＞　3，70（2，06）　　3．04（2．49＞

4．86（　．38）　＞　3、30（1，89）亭

　4．了9（2，59＞

3．29（2．29）　＞　3，00て2，79

3，86（2．34）　＞　3．4〔〕（2．59）

4，86（1，35）
噛
＞　3，60（3，24）

3．57（　．53）　＞　3．30（2，58）

5．00（1，63）　＞　3．50（2，64）

2．71（2．36）　（　3 
20（2．90）

4．29（1，38）　＞　4．10（3，21

注 ll 表の 上部 6項目が生活習慣の 自立の項目，下部 7 項旧が行動特性の項目

注 2 ：不等号記号は平均値の大小関係を示す

注 3 ：低群 の 右肩 に付 し た ア ス タ リス ク は，高低群別 に よるt検定の 有意水準を示す，＊ P〈．05，＊＊ P〈．OL
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